
分割表の２属性の独立性検定 
 

１． 目的 

 

分割表（クロス集計表）の２つの属性が独立であるかを検定します。 

２つの属性を持つＮ個の標本を考え、 

・ 属性ＡはＲ個のカテゴリ Ａ１．．．ＡＲ  に分類される。 

・ 属性ＢはＣ個のカテゴリ Ｂ１．．．ＢＣ  に分類される。 

カテゴリＡi 、Ｂj の観測度数をｆij として、期待度数をＥij として、  
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は自由度（R-1) ×(C-1) の 𝜒2 分布に従います。 以下で検定します。 

帰無仮説 ： 属性Ａ、Ｂは独立。 

対立仮説 ： 属性Ａ、Ｂは独立でない。 

 

２． 使用法 

（１） メニューの選択 

メニューの「統計解析→その他検定→適合度の検定」を選択します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） パネルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算結果が 

表示される部分 

棄却域の確率を示します。 

通常 5%を利用するので、 

デフォルトで５が指定されて 

いる。変更可能。 

 



（３） データの入力 

 

パネルの下のグリッド部分にデータを入力します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データは 表計算ソフトのデータをコピーして貼り付けます。 

ここには 直接入力する方法はありません。 

データとして、血液型の男女別の分割表を例にします。 

表計算ソフト（Excel等）で以下のようにデータを定義してください。 

 

No. 男女 A型 O型 B型 AB型 

1 男性 55 22 16 7 

2 女性 40 32 24 4 

 

ここでは IDの欄はありません。行方向の属性のカテゴリ値を 

左側に設定してください。 

観測度数は 実際に出現した回数を記述します。 

 

No. 男女 A型 O型 B型 AB型 

1 男性 55 22 16 7 

2 女性 40 32 24 4 

 

上記のように赤い部分をコピーして、 パネルの  

をクリックします。 

以下のようにグリッドにデータが入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４） 計算条件の指定 
 

 
 

    “有意水準”には デフォルトで ５ が措定されています。変更できます。 

 

（５） 計算実行 

             ボタンを押すと計算されます。 

 

（６） 計算結果 

 

 

 

 

 

 

 

計算された𝜒２値は 6.64 で帰無仮説の採択域 (0.0,7.81)にあるため、 

帰無仮説は棄却されません。 

 


